
2013年度 VLBI懇談会第一回役員会 6月 10日 

 

２０１３年度 VLBI 懇談会役員会 議事 

 

 日時： ６月１０日１３：３０－１５：３０ 

 場所： 国立天文台三鷹 輪講室 

 TV 会議：IP:133.40.2.203（４地点まで） 

電話：0422-34-3206 

 

 

出席予定者（５０音順、敬称略）：青山、面高、川口、黒田、関戸、名越、永井（中井代理）、萩原（代理）、

藤沢、三好、村田、米倉 

TV 会議参加： 中川、半田 

電話会議参加：高羽 

欠席：松本、徂徠 

 

報告 

   １．各機関活動報告（各機関、大学連携、東アジア VLBI） 

   ２．その他（天文台 VLBI 小委員会、天文・宇宙物理中規模計画 等） 

   ３．事務局からの報告（会費徴収、入退会者状況） 

  

議題 

   １．２０１３年度 VLBI 懇談会シンポジウムについて 

   （開催場所、学生シンポジウム） 

   ２．役員選挙について 

   ３．その他 

  



VLBI 懇談会役員会資料  
 

岐阜大学機関報告 
 

１．メンバー 
スタッフ 

    准教授 高羽 
    助教  須藤 
    名誉教授 若松 
    研究補助員 １名 

学生 
    M２ １名、M1 １名、４年 ３名 

 
２．研究 
１） 銀河中心モニター観測 

２０１２年１２月より、連日観測 
H メーザー不調により５月中旬で中断 

２） 測地 VLBI 観測（VERA に参加） 
VERA の 22GHz 測地観測に参加、測地解を得た（2013 年 2 月 28 日） 

３） 単一鏡分子線観測 
16 スレッドのパソコンを導入し分光の高速化を行っている 

 
３．１１ｍ電波望遠鏡 
  VLBI フリンジ強度が弱い（１／３～１／２程度） 
  野辺山に H メーザーを運搬し、安定度を調査（４月）＝＞ ２－３桁悪い 
  ロシアより技術者２名を派遣し、野辺山にて修理予定（６月末） 
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NICT 機関報告 
 

１．メンバー 

時空標準研究室 

鹿島（８）： 関戸、川合、岳藤、氏原、堤、長谷川、宮内、武江 

小金井（２）：市川、 ホビガー、 

国際推進部門 

小金井（１）  小山 国際連携推進室長 

タイ（１）：  近藤 アジア連携センター長 

 

２．観測施設とプロジェクト 

中期計画ミッション＝VLBIによる遠隔周波数比較 

広帯域 VLBIシステムの開発（≒VLBI2010仕様広帯域システム） 

   1.6mアンテナへ 3-14GHz帯域の受信機を設置し、RF伝送して観測室で D/C又はダイ

レクトサンプリングにより１GHz x 4band の取得と、超広帯域バンド幅合成を行なって

遅延計測精度を上げる。 

34ｍ用広帯域フィードの設計（氏原） 

  従来の C-bandの場所に設置する広帯域受信機(3-7GHz,9-14GHz)を新規設計中。 

10月に周波数比較実験を行うことを目標に、準備中 

 

鹿島３４mアンテナ(L,S/X,K,[Ka,Q,C]） 

  震災復旧工事 

損傷したホイールとレールの交換を行い、３月末に工事を完了した。復旧後のポインティ

ング観測結果は X-band,K-band共、AZ,ELの RMS=0.003 – 0.004 deg程度であり問題な

い。 

 L-band:主にパルサー（GRP）の観測に使用。 

RFI:携帯基地局のダウンリンク信号により LNA が飽和する問題が発生しており、2012

年にキャリア会社に直談判して、対策となる（冷却）フィルタの導入費用を負担してくれ

ることとなった。今年中に設置する計画が進行中。 

C-band:GALA-V用広帯域受信機・フィードと交換 

受信機は既に取り外してあり、新しく設計中の 3-14GHz 受信用のフィード＋LNA（常

温）を７月〜８月上旬に設置予定。 

K-band：４月に、天文台永山さんに協力してもらって、サブレフ、ポインティング観測等、

立ち上げ済。開口効率約 30％ 

Q-band: ４月に、天文台永山さんに立ち上げ努力してもらったが、まだビーム出しができ

ていない。 

 

鹿島 11mアンテナ、小金井１１mアンテナ（S・Xバンド） 

測地実験、サンプラの試験観測、周波数比較実験などのほか、小金井１１m は宇宙環境研
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究室のステレオ衛星ダウンリンク受信に昼間毎日使用されている。 

Kas11-Kog11基線を使った Sgr-A*のモニターのため慶応大学の竹川さん（M１）が来て１

－２週間に３日程度観測している。来年５月頃まで継続予定。 

 

３．その他 

6/6 第１２回 IVS技術開発センターシンポジウムを開催した。大学、研究機関等参加者４

６名で盛況であった。VLBI2010 仕様のアンテナを建設する国土地理院（GSI）より、

2-14GHzの冷却広帯域フィードの展示もあり、広帯域受信システムに関する発表が多か

った。広帯域のデータ収集システムが複数開発されており、（K6/iDAS (GSI), K6/DSM, 

天文台）海外から見て、統一が取れた名称（K６/シリーズ）及びインタフェース（デー

タ：VDIF, 制御：VSI-S）とすることが望ましい 

 

 

 



茨城大学機関報告 

 

米倉覚則（茨城大学宇宙科学教育研究センター） 

 

１．人員体制 

 米倉、（百瀬）、作間（技術補佐員） 

 古川（科研費研究員）、○○（大学連携研究員：９月着任予定） 

 茨城局を研究のメインテーマとする大学院生／学生数 

 2012年度：D1(1), M2(1), M1(2), B4(2) 

 2013年度：D2(1), M2(2), M1(2), B4(7) 

 （大学院生／学生は、「電波・赤外線天文観測研究室」（百瀬、岡本）所属） 

 

 2012年度修士論文１編 

  6.7 GHz メタノールメーザーを用いた大質量原始星 G8.683-0.368 における 

  内部固有運動 VLBI 計測 

 

２．2012年度報告：添付資料参照 

  震災復旧工事は完了した（主鏡パネルの凹みは修理しなかった） 

 

３．2013年度予定 

 VLBI 観測（テープ記録、Disk 記録）を 3/24以降既に 11回 (80 時間) 行った 

   8 GHz テープ：      ２回 (16.5時間) 

   8 GHz ディスク：     １回（7） 

   22 GHz テープ：     １回 (8) 

   22 GHz ディスク：    １回 (12.5) 

   22 GHz テープ＋ディスク：６回（36） 

 

 メタノールメーザー単一鏡毎日モニター観測 

 22 GHz 短基線 VLBI による SgrA* 毎日モニター観測 

 日立・高萩２素子干渉計立ち上げ 

  （専用相関器の導入：年度内、それまでに K5/VSSP32 による試験） 

 22 GHz 帯冷却両偏波受信機（２台目）立ち上げ 

 光結合（？？？？？？） 



平成２４年度茨城局（高萩アンテナ・日立アンテナ）整備について 

 

 高萩および日立の 2 台の 32 メートル電波望遠鏡は、KDDI の衛星通信用アン

テナとして使用されていたが、2007 年 3 月の衛星通信業務の終了に伴い、2009

年 1 月に国立天文台へ移譲され電波望遠鏡として整備される事となった。 

 平成 24 年度は、2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災の被害からの復旧

作業を進めるとともに、VLBI 観測運用、高萩アンテナの立ち上げ、単一鏡観測

システムの実用化（毎日連続観測運用）、IP-VLBI システムの実用化（毎日連続

観測運用）、22 GHz 帯冷却受信機の立ち上げを精力的に進めた。さらに、広帯

域記録システムの導入試験も行った。以下各項目について述べる。 

 

（１） VLBI 観測運用 

 平成 24 年度は、169.5 時間の VLBI 観測運用を行った。内訳は次の通

りである。(a) テープ記録方式による 6.7 GHz メタノールメーザー観測

（日立アンテナ）：74 時間。(b) テープ記録方式による 8 GHz 連続波観

測（日立アンテナ）：50.5 時間。(c) 広帯域記録システムを用いた 8 GHz 

連続波試験観測（日立アンテナ）：22.5 時間。(d) テープ記録と広帯域記

録を併用した 22 GHz 連続波観測（高萩アンテナ）：11 時間。(e) 広帯

域記録システムを用いた 22 GHz 両偏波試験観測（高萩アンテナ）：11.5

時間。 

 上記とは別に、IP-VLBI システムを用いた Sgr A* の 22 GHz 帯短

基線 VLBI 観測を 2013 年 2 月以降、ほぼ毎日 1 時間程度高萩アンテナ

を用いて行った。 

 また、単に運用に携わっただけではなく、茨城大学が Co-I となった 

VLBI 観測を実施した。「メタノールメーザー源の VLBI 大規模マッピ

ングサーベイ観測」：山口大学・上海天文台などとの共同研究として、大

質量星が中小質量星と同じ機構で形成する（周囲に円盤が存在する）か

否かの解明を目的とした、メタノールメーザー VLBI マッピングサーベ

イ観測を行った。36 天体に対して、年 1 回程度の観測を継続する事によ

り、メーザースポットの固有運動の検出を目指すものである。2010 年 8

月、2011 年 10−11 月に引き続き、2012 年 9 月に第 3 期の観測を行い、

現在データ解析中である。 

 



 

（２） 高萩アンテナの立ち上げ 

(a) 制御系の改修：高萩アンテナの制御系 (ACU) と天体追尾角度指令値

指示用パソコン (PC) との間の通信が１秒に１回しか出来ず、また

0.01 度の桁までしか通信できない事、さらに、ACU を角度指示モー

ドで動作させる場合には、指示された角度に向かって急加速・急停止

するようアンテナを駆動させる仕様になっている事などに起因して、

これまでは天体を滑らかに追尾する事ができなかった。そこで、PC 

から ACU に角度指示値を送るのではなく、角度誤差に比例した電

圧を送る誤差電圧モードで動作させるよう、制御系の改修を行った。

2011 年度に基本設計および実装を行い、2012 年度には、フィードバ

ックループゲイン調整、ゼロ電圧調整、電圧ー駆動速度応答調整など

を行い、天体を滑らかに追尾できるようになった。 

(b) 指向誤差の測定： 2012 年 6 月に 8 GHz 帯にて指向誤差測定を行い、

0.6 分角の指向誤差を達成した。現在、より良い指向精度を目指して

調整中である。 

(c) 開口能率およびビームパターンの測定：8 GHz 帯において点源状（サ

イズ数分角以下）電波連続波源に対するラスタースキャンを様々な仰

角で行い、連続波源の絶対強度と比較する事により、開口能率とその

仰角依存性およびビームパターンを求めた。開口能率は、仰角にあま

り依存せず、55-60 % の値をとる事が明らかになった。ビームパタ

ーンについては、メインビームは軸対称ガウシアンで良く近似でき、

ビームサイズは 8.4 GHz において約 3.7 分角である事が分かった。 

  

図１． （左）高萩アンテナの 8 GHz 帯における開口能率の仰角依存性 

 （右）高萩アンテナの 8 GHz 帯におけるビームパターン 

 



（３） 単一鏡分光観測システムの実用化 

 2011 年度までに整備した単一鏡分光観測システムについて、6.7 GHz 

メタノールメーザーの観測に最適な設定を定めた：受信された電波を１

秒間あたり 16 百万回の速度で高速サンプリングしたデータに対して 

FFT を行う事により、帯域 8 MHz 幅、2 百万チャンネルのスペクトル

データを取得する。その後、地球の自転公転などの運動の補正（ドップ

ラー補正）を行いつつ、周波数を速度に変換し、さらに適切なチャンネ

ル数（8192 点）、速度分解能（約 0.044 km/s @ 6.7 GHz）に変換する。

速度帯域幅は約 350 km/s であり、銀河系内のメタノールメーザー源か

らの電波を観測システムの設定変更を行うことなく受信する事が可能で

ある。 

 メタノールメーザー源の強度および速度の変動を捉える目的で、2013

年 1 月よりメタノールメーザー源のモニター観測に着手した。250 天体

程度のメタノールメーザー源を 1 日 50 天体程度、1 日 8 時間程度の観測

を、ほぼ毎日実行する事により、各天体を 5−6 日に１回程度の頻度でモ

ニターしている。現在、観測データ解析を行っている所である。 

 

（４） IP-VLBI システムの実用化 

 サンプリング生データをハードディスクに記録し、その後相関局へイ

ンターネット経由で転送し、相関処理を行う IP-VLBI システムを導入

した。茨城局はインターネットの回線速度が 3 MB/s と遅い事もあり、

この手法では、広帯域記録データ (500 MHz 帯域幅) を転送する事が困

難であるため、サンプラー K5/VSSP32 を用いた 32 MHz 帯域幅 (= 

128 Mbit/s = 64 MHz sampling × 2 bit) の観測を行う事にした。 

 IP-VLBI システムを用いて、Sgr A* の電波強度のモニター観測に着

手した。高萩 32m、つくば 32m、水沢 10m、岐阜 11m が参加し、観測

対象である Sgr A* を 10 分と、強度校正天体を数天体各 10 分、合計１

時間の観測を行っている。2012 年 4 月より試験を開始し、2013 年 2 月

からは、ほぼ毎日観測を実施している。 

 

 

 

 



 

 

 

 

図２．IP-VLBI システムを用いた試験観測で

得られたフリンジ。周波数は 22 GHz 帯、相

手局はつくば局。 

 

（５） 22 GHz 帯冷却受信機の整備 

 22 GHz 帯の水蒸気メーザー、アンモニア、および連続波の高感度観

測を行うべく、冷却受信機の整備を行い、高萩アンテナに搭載して性能

評価後、本格観測に着手した。 

 組み立て、真空試験、冷却試験を経て、性能試験を行った。高萩アン

テナに搭載した状態で、大気込みシステム雑音温度 50 K を達成した。

これは常温受信機の 300 K と比較すると、同じ感度を達成するために必

要な観測時間を、従来の 36 分の 1 に短縮できる事を意味する。その後、

水蒸気メーザー、アンモニア輝線の単一鏡試験観測を行うとともに、上

述の IP-VLBI システムを用いた Sgr A* の連続波電波強度モニター観

測をほぼ毎日行っている。 

 

 

図３．（上左）W49N の水メーザースペクトル。LHCP。（上右）同 RHCP。 

  （下）G12.91 (W33A) のアンモニア輝線スペクトル。 

 



（６） 広帯域記録システムの導入 

 連続波観測における受信感度は、観測帯域の平方根に比例して改善す

る。現在茨城局で VLBI 観測を行う際に使用しているテープ記録方式は

帯域が最大 32 MHz であるため、帯域 512 MHz の広帯域記録システム

を導入する事により、感度は 4 倍向上する。そこで、連続波の高感度観

測のために、広帯域記録システムの導入を行った。まず 2012 年 11 月末

に、広帯域サンプラー ADS1000+ および記録システム K5/VSI を導入

し、つくば局と日立アンテナとの間で 8 GHz 帯にて試験観測を行い、

フリンジの検出に成功した。K5/VSI に記録されたデータの一部をインタ

ーネット経由で三鷹相関局に転送する事により準リアルタイムフリンジ

チェックを行った。全観測データの相関処理は、サンプリング生データ

が記録されたハードディスクを三鷹相関局に郵送した後に行った。その

後、2013 年 3 月には、広帯域サンプラー ADS1000+ ２台、メディアコ

ンバータ OCTAVIA2、記録システム OCTADISK、および記録システム 

K5/VSI を用いて、22 GHz 帯で VERA 水沢局、VERA 入来局、山口局、

高萩アンテナが参加して、広帯域記録システムを用いた両偏波観測の試

験を行った。LHCP データは、OCTADISK と K5/VSI の双方に記録さ

れ、K5/VSI に記録されたデータの一部をインターネット経由で三鷹相関

局に転送する事により準リアルタイムフリンジチェックを行った。

RHCP データは OCTADISK のみに記録されたため、準リアルタイムフ

リンジチェックを行う事はできなかった。全観測データの相関処理は、

サンプリング生データが記録された OCTADISK を三鷹相関局に郵送し

た後に行う予定である。  

  

 

 

 

 

 

図４．広帯域記録システムを用いた試験観測で得られ

たフリンジ。周波数は 8.4 GHz 帯、相手局はつくば

局。 



VLBI懇談会役員会 
JAXA/宇宙研機関報告 

村田（宇宙研） 
2013/6/10 

この報告の対象期間：2012年 12月 VLBI懇談会シンポジウム以降 
 
人員 
JAXA宇宙科学研究所宇宙物理学研究系（2012年 2月より研究系改組）所属の電波天文も
しくは VLBIの関係者、朝木、岩田、北村、紀、坪井、土居、村田、学生（D2名、M２名）。
そのほか、竹内が、宇宙機応用工学研究系で軌道決定を行っている。 
 
宇宙関係のプロジェクトについて 
	
 工学系の研究者と将来の宇宙用構造物（アンテナ等）の研究。将来のプロジェクトに関

する大きな動きは無い。○今後の見通しを明確にする。 
	
 外国のスペース VLBI計画として Radioastron：朝木が参加。中国で、2020年打ち上げ
をめざして、スペース VLBI計画が進んでいる。東アジアでのWS(Chinese Space VLBI WS 
4/2-3), ９/16-18で国際シンポジウムが開催される予定。  
	
  
VLBIに関するアクティビティ 
大学連携観測、Radioastron、SgrA* VLBI、軌道決定 VLBI、気球 VLBI 等がある。ま
た、VLBAや VERAを使った観測的研究も行っている。 

 
JAXAの VLBI局の状況 
臼田：Radioastron観測、大学連携、パルサー観測など 
  臼田 64m (1.6, 5, 6.7, S, X)、 
    5~6.7 GHzの給電ホーンに改修。 
	
 	
 X帯高感度化の作業中：（X帯専用給電部を利用した観測） 
  臼田 10m (現在常温 22 GHzLNAを取付中) 
	
 Backends: VSOPT, K5/VSSP(測地用)、ADS-3000+ & K5/VSI 
内之浦：2012年 2月 IVSに参加以降観測無し。 
  内之浦 34m (S, X )、 
  Backends: VSOPT, K5/VSSP(測地用)、ADS-3000+ & K5/VSI 
	
 Doi et al 2013, 内之浦 34mの初めての VLBIによる科学成果。 
○宇宙科学研究所は大学共同利用機関であり、VLBI観測装置は共同利用のための装置とし
て規定されている。共同利用の方法についても方向性を決める必要がある。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 以上。 



2013年6月10日
VLBI懇談会幹事会　機関報告　極地研究所

観測体制
　国内　　：土井、青山 ※ 渋谷は2013年3月末をもって退職
　昭和基地：小原・田仲 (第54次越冬隊)、早河・吉岡 (第53次越冬隊)

2012年10月～2013年5月の観測
OHIG実験 実施済実験：6回

実験名 観測開始時刻(UT) 観測終了時刻(UT) 観測数 参加局 備考

OHIG79 2012年11月6日
17:30:00 UT

2012年11月7日
17:24:09 UT 116回 5局

Ft,Hb,Kk,Sy,Tc

OHIG80 2012年11月7日
18:00:00 UT

2012年11月8日
17:58:25 UT 120回 5局

Ft,Hb,Kk,Sy,Tc
OHIG79と連続し
た48時間観測

OHIG81 2012年11月14日
18:00:00 UT

2012年11月15日
17:59:24 UT 188回 5局

Hh,Hb,Kk,Tc,Sy

OHIG82 2013年2月11日
16:30:00 UT

2013年2月12日
16:27:44 UT 154回 5局

Hh,Kk,Oh,Sy,Tc
第54次隊と引継

OHIG83 2013年2月13日
17:30:00 UT

2012年2月14日
17:18:38 UT 146回 5局

Hh,Kk,Oh,Sy,Tc

OHIG84 2013年2月20日
18:00:00 UT

2013年2月21日
17:58:10 UT 88回 5局

Ft,Kk,Oh,Sy,Tc
※OHIG79開始時にK5ユニット1、2と3のHDDが暴走。14スキャン目(19:03UT)から記録開始。
※OHIG79開始前にD-Cal収録用PC98の3.5インチFDが故障。OHIG81までワッチ者がD-Cal値を読み
取り、手書きで記録した。

※OHIG82準備期間中、K5ユニット1と2の電源ユニットが故障。予備機の電源ユニットと交換して
使用。

※OHIG79～84は、水素メーザ1号機のイオンポンプ異常停止が観測中に発生してもすぐに対応でき
るよう、ターボポンプでの真空引きも並行して行った。

※OHIG85 (2013年11月11日), OHIG86 (11月13日), OHIG87 (11月20日) に参加予定。

観測設備状況
✦ 2011年3月11日、昭和基地発電機の周波数が不安定になってイオンポンプが停止して以来、水素
メーザ1号機の不具合が発生するようになった。2012年10月以降も、2012年11月19日、2013年1月
6日、5月8日にイオンポンプが停止し、メーザ発振が停止した。現地隊員が、真空引き作業後、再
起動した。

✦ K5ユニットのHDDの暴走については、日通機さんに原因の特定と対処を依頼した。HDDの転送速
度の設定が不適切であったため発生しており、日通機さんの指示に従い、K5起動時に毎回設定を変
更(UDMA133→UDMA66)することで発生しなくなった。

✦ 2012年11月6日に故障が見つかったD-Cal収録用PC98の3.5インチフロッピーディスクについては、
第54次隊が代替品を持ち込み交換し、復旧した。

✦ 2011年4月に国内に持ち帰り、修理・オーバーホールを実施した水素メーザ2号機は、しらせ接岸
不能により昭和基地に搬入できず、2012年4月国内に戻ってきて、アンリツで保管した。2012～
2013年夏期間に再持込みを試みたが、2年連続でしらせが昭和基地沖に接岸できなかったため、
2013年4月に再び国内に戻ってきた。再びアンリツで保管の予定。今年は、昨年新規調達した 水素



メーザ (アンリツ製で、しらせヘリコプターに搭載可能なサイズ) を持ち込む予定。昭和基地では、
水素メーザ1号機による1機体制が続いている。

処理・解析状況
✦ OHIG78～82までの観測データは昭和基地より国内に持帰り済み。NICT鹿島の協力を受け、
OHIG78～81までのデータはBonnの解析局に転送済み。(OHIG82データはこちらの勘違いで極地研
で止まっていることが分かったので、早急にデータ転送を始めたい)。

✦ OHIG78データは相関処理が出来ない。NICTの関戸さんに処理をお願いしたが、残念ながらフリン
ジが出ない。原因を調査中。

その他
✦ 昭和基地11mアンテナはレドーム老朽化のため、2015年12月～2016年1月に解体、取り壊しが予定
されている。6月7日に打合せがあり、解体作業は予定通り実施される見込み。

✦ 後継機については、NICTのMARBLE (冷却装置付き)の導入を検討している。また、2013年3月、大
型マスタープラン「極域科学のフロンティア」の一部として、VLBI2010規格のアンテナ建設費用を
計上した。

✦ しらせが2年連続で昭和基地沖に接岸できなかったため、昭和基地の燃料備蓄の不足が問題になっ
ている。そのため、今年から越冬隊員を削減するとともに、全観測機器の10%の電力削減をしなく
てはならない厳しい状況になっている。しらせの状況にもよるが、備蓄量が確保できるようになる
までの2～3年はこの状況が続く見込み。
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国土地理院機関報告 
測地部宇宙測地課 

 
 
平成 25 年度の観測計画は、 

 
 

 
平成 25 年度の観測実施状況は、 

 
つくば局,新十津川局以外は順調に観測を実施。 

 
つくば観測局は IVS 国際観測、国内観測とも観測中止 
平成 25年 4月 25日、アンテナ製造会社よりグラウトの摩耗でのレールの沈下のため運用制限

の提案があり、観測への影響を確認できる段階になり、5月 2日に運用を中止 

 

5月 15～16日に緊急の調査を実施 

 

現在、修復作業を検討中 

＊新十津川局はアンテナ口径が小さいため、つくば局運用停止に伴って中止予定。 

＊なお、つくば局では 4/22～5/3の間、IERS の依頼でハワイ観測局の修理に伴う代替観測を実

施中であった。ハワイ局が 5月 2日より復帰したため、その後の観測は日曜から金曜ハワイ局

で実施となっている。 



(別紙) 

つくば 32m観測停止に至った 方位角レール土台部の不具合について 
 

つくば 32m VLBI アンテナの方位角レールの上下動があり、その上下動が加速度的に悪化し

ていることから、アンテナの運用を中止した。現在、早期運用再開のため、レール土台部の調

査及び修繕実施に向けた対応を行っている。 

 

１． 経緯 
(１) 5年前より、レール土台部から少量のグラウト材の

吹き出しを確認。車輪の荷重によってグラウトが破

砕され、水に溶けて吹き出していると考えられる。 

(２) 平成 24年 11月、車輪通過時に数㎜のレール上下動

を確認。グラウトの破損進行により、レール土台部

に空洞ができていると考えられる。 

(３) 平成 25年 4月 25日、アンテナ製造会社より運用制

限の提案。観測への影響を確認できる段階になり、

安全を考慮して、5月 2日に運用を中止。 

 

２． 緊急の調査 
アンテナレール土台部調査（5 月 15,16日実施） 

 レール土台部数箇所を掘削し、ソールプレート直下

のグラウトの状態を確認。 

 レール上下動調査で負担のかかるアンカーボルト

の状態も確認。 

 

 

 

 

 

３． 今後の対応方針 
（１）レールの水平調査 

（２）現段階修繕案 

必要であれば水平となる様に高さを調整して、その後、ソールプレート直下の空洞部分に

補強用の樹脂製グラウトを補充。 

（３）代替局による観測 

つくば局運用中止の間、代替局による観測が可能かを検討中。 

グラウト材の吹き出し 

レール 
ソ ー ル 

プレート 

グラウト 

各地点のｸﾞﾗｳﾄ上面～ｿｰﾙﾌﾟﾚｰﾄの上下動調査 レール土台掘削による状態調査（最大沈下部分） 



機関報告：山口大学 

2013/06/10 

藤沢健太 

（１）メンバー 計２０名 

 研究スタッフ５名、大学院生９名、学部４年生４名、技術補佐員１名、事務補佐員１名 

 スタッフ：藤沢（教授）、新沼（助教）、川口（特命助教）、杉山、元木（研究員） 

 

（２）プロジェクト研究 

山口大学の概算要求によってプロジェクト研究を行っている。期間は２０１１年４月か

ら２０１４年３月までの３年間。現在２年２か月が経過した。事業の内容は、観測システ

ムの更新（駆動系、広帯域システム）と研究員雇用によって、東アジア地域に新しいＶＬ

ＢＩ研究を興すこと。星とブラックホールを対象としている。 

 

（３）天文学の研究内容 

・ 大学ＶＬＢＩ連携観測事業（ＪＶＮ）：メタノール・メーザおよび水メーザによる星形

成の研究（杉山、元木）、ＡＧＮの研究（新沼）。事業の推進に中核的役割を果たしてい

る。組織改革など進めている。 

・ 山口３２ｍ単一鏡の観測：メタノール・メーザ、ＡＧＮ、水メーザ、電波再結合線によ

る電離領域の研究。こつこつと研究を進めている。今年は論文を数編書けそう。 

・ 他機関の装置に観測提案を出す、アーカイブデータを解析するなどの研究も行う。 

・ ＡＧＮの理論研究（川口）。研究室に理論的な面からアドバイス。 

 

（４）開発・装置関係 

・ 山口３２ｍ電波望遠鏡駆動システムはまずまず順調。２２ＧＨｚ受信機は冷却系トラブ

ルで現在停止中。これまで使っていた２台の受信機（６．７、８ＧＨｚ）に替える６－

９ＧＨｚ同時受信機を開発中。大阪府立大学の協力を頂いている。現在製作中で、今年

中に完成を目指す。これで観測効率を劇的に改善する予定。 

・ 光結合・広帯域観測システムの導入。現在、ＡＤＳ－１０００、ＯＣＴＡＶＩＡ（光結

合Ｉ／Ｆ）、ＯＣＴＡＤＩＳＫ（ディスク記録システム）、Ｓｉｎｅｔ４による接続が利

用可能となっている。新沼さんを中心にして立ち上げ・試験観測を行っている。ＡＤＳ

－３０００も近日導入する。 

・ 測宙ＶＬＢＩの実験も細々と実施。 

 

（５）課題等 

・ 山口３２ｍの錆が深刻。国立天文台と相談して対策を行う予定。 

 



大学連携の現状 

2013/06/10 

藤沢健太 

（１）最近の観測（昨年１０月以降） 

 大きな変化はなく、定常的に観測を実施している。 

 

（２）大規模観測プロジェクト・ＥＡＶＮの観測 

メタノール・メーザ３６天体を３回観測し、空間分布、速度分布、内部固有運動を明ら

かにする観測計画を実施している。第１エポックの観測結果をまとめた論文を６月中に投

稿予定。 

 

（３）最近発表した論文（AGN） 

・ Doi et al. (2013) ApJ, 765, 69 

“Very Long Baseline Array Imaging of Parsec-scale Radio Emissions in Nearby 

Radio-quiet Narrow-line Seyfert 1 Galaxies” 

 

（４）組織改革・研究計画 

・ 観測システム 

 広帯域・光結合観測システム（OCTAVE）、両偏波観測の導入を開始 

・ 東アジア VLBI 

 メタノール・プロジェクト観測を継続、近日論文を投稿 

・ 大学連携の改革・中期計画 

 議論を重ねている。組織改良を開始⇒運用効率向上の効果が現れている 

 運用コアグループ（藤沢、新沼、杉山、元木）の形成、運用の実施 

・ 共同利用 

 議論を始めた 

  



VLBI 懇談会役員会資料  鹿児島大学機関報告 

 

2013 年 6 月 10 日 中川亜紀治 鹿児島大学 

 

＜人員＞ 

教授  面高、半田、和田 

准教授 中西、今井、（亀野→天文台チリ移動、現在准教授 1 名公募中） 

助教  中川 

研究員 １、学生 博士課程 ３（うち海外１）、修士課程 ８、学部生 ８ 

 

＜観測装置、関連プロジェクト・事業＞ 

銀河をキーワードに、星形成領域や晩期型星の電波および光学観測を行っている。VERA

による VLBI 位置天文観測でアームの構造などを議論。1m 光赤外線望遠鏡による測光観測

も継続中。突発天体の観測にも対応。 

 

・１ｍ光赤外線望遠鏡  （大学 VLBI 連携事業、光大学連携事業） 

  可視光 U,B,V,R,I バンドと赤外線 J,H,K バンドの AGB 星測光観測を中心に活動。学部

3 年生から修士 2 年までの幅広い学年が観測運用に参加。測光データ解析の自動化が大

きく進展（ソフトウェアの作成が進む）。4 年生を中心に 1m 光赤外線望遠鏡の赤外線

カメラを設計中。突発天体の観測も行う。 

 

・NICT 鹿島 34m 電波望遠鏡 （大学 VLBI 連携事業） 

  大学連携観測時の運用、アンモニアの観測。 

  22GHz 帯の観測運用に関わる。能率測定やポインティングなども主体的に行っている。

大学連携 VLBI 観測の際には大学院生が１～２名鹿島に行き望遠鏡の観測運用にあた

る。単一鏡としてもアンモニア輝線の観測を行っている。各種障害の対応も派遣され

た学生に鹿島のスタッフがアドバイスや補助を与える形で協力して行われており、学

生の実践的な訓練の場ともなっている。 

 

・VERA20m 鏡 （VERA、大学 VLBI 連携事業） 

  入来局を運用。VLBI 観測、単一鏡観測、トラブル対応など。学生が積極的に参加。 

10kpc 程度の SFR の年周視差計測、ミラ型変光星の年周視差計測 

 アームに付随する星と晩期型星を中心に位置天文を進めている。銀河回転パラメータ

ーやミラ型変光星の周期光度関係の解明を狙う。 

 

 



・野辺山 45m 望遠鏡 

アンモニアの観測を進めている。学生が出張しバックアップ観測に臨んでいる。 

 

・錦江湾 6ｍ望遠鏡 

 

 

＜開発など＞ 

1m 光赤外線望遠鏡の赤外線カメラを設計中。 

VERA に設置するデジタル分光計の開発。 

 

 

＜最近の成果＞ 

＜2013 年＞ 

題名：Star Formation in the Molecular Cloud Associated with the Monkey Head Nebula: 

Sequential or Spontaneous? 

著者：Chibueze, James O.; Imura, Kenji; Omodaka, Toshihiro; Handa, Toshihiro; 

Nagayama, Takumi; Fujisawa, Kenta; Sunada, Kazuyoshi; Nakano, Makoto; Kamezaki, 

Tatsuya; Yamaguchi, Yoshiyuki; Sekido, Mamoru 

掲載誌：The Astrophysical Journal, Volume 762, Issue 1, article id. 17, 10 pp. (2013). 

 

題名：Annual Parallax Distance and Secular Motion of the Water Fountain Source IRAS 

18286-0959 

著者：Imai, Hiroshi; Kurayama, Tomoharu; Honma, Mareki; Miyaji, Takeshi 

掲載誌：Publications of the Astronomical Society of Japan, Vol.65, No.2, Article No.28, 9 

pp.(2013) 

 

＜2012 年（H24 年度）＞ 

題名:Annual Parallax Distance and Secular Motion of the Water Fountain Source IRAS 

18286-0959 

著者:Imai, Hiroshi; Kurayama, Tomoharu; Honma, Mareki; Miyaji, Takeshi 

掲載日:11/2012 

掲載誌:11 pages, 3 pages, accepted for 掲載誌 in the 掲載誌 s of the Astronomical 

Society of Japan, Vol. 65, No. 2 

 

 

 



題名:Extremely Strong 13CO J = 3→2 Line in the ``Water Fountain'' IRAS 16342-3814: 

Evidence for the Hot-Bottom Burning 

著者 :Imai, Hiroshi; Chong, Sze Ning; He, Jin-Hua; Nakashima, Jun-ichi; Hsia, 

Chih-Hao; Sakai, Takeshi; Deguchi, Shuji; Koning, Nico 

掲載誌:掲載誌 s of the Astronomical Society of Japan, Vol.64, No.5, Article No.98 (8 pp.) 

(PASJ Homepage) 

掲載日:10/2012 

Bibliographic Code:2012PASJ...64...98I 

 

題名:Pilot VLBI Survey of SiO v=3 J=1--0 Maser Emission around Evolved Stars 

著者 :Imai, Hiroshi; Oyadomari, Miyako; Chong, Sze Ning; Nakagawa, Akiharu; 

Kurayama, Tomoharu; Nakashima, Jun-ichi; Matsumoto, Naoko; Nagayama, Takumi; 

Oyama, Tomoaki; Mizuno, Shota; Deguchi, Shuji; Cho, Se-Hyung 

掲載誌:5 Pages, 3 figures, Fig.3 and Tab. 2 were corrected; 掲載誌 s of the Astronomical 

Society of Japan, Vol. 64, No. 6 issued on 2012 December 25 

掲載日:09/2012 

 

題名:Annual Parallax Distance to the K-type star system IRAS 22480+6002 measured 

with VERA 

著者 :Imai, Hiroshi; Sakai, Nobuyuki; Nakanishi, Hiroyuki; Sakanoue, Hirofumi; 

Honma, Mareki; Miyaji, Takeshi 

掲載誌:11 pages, 7 figures, accepted by PASJ (issue on vol. 65, No.1). Figure formats 

were corrected 

掲載日:08/2012 

 

題名:VLBI Astrometry of the Semiregular Variable RX Bootis 

著者:Tatsuya Kamezaki, Akiharu Nakagawa, Toshihiro Omodaka, Tomoharu Kurayama, 

Hiroshi Imai, Daniel Tafoya, Makoto Matsui, Yoshiro Nishida, Takumi Nagayama, 

Mareki Honma, Hideyuki Kobayashi, Takeshi Miyaji, Mine Takeuti 

掲載誌: Publications of the Astronomical Society of Japan, Vol.64, No.1, Article No.7 (8 

pages)(2012) 
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２０１３年度 VLBI懇談会	
 第一回役員会	
 	
 2013年 6月 10日 
 

筑波大学	
 機関報告 
 
１．メンバー 

宇宙観測研究室 
研究スタッフ 7名、大学院生 １３名、学部４年生 ２名 
スタッフ： 中井（教授）、瀬田（講師）、永井（助教）、宮本（準研究員）、 
	
 石井、金子、荒井（研究員） 
、 

 
２．プロジェクト 

国土地理院つくば 32mアンテナに K帯受信機を搭載し、VLBI観測・単一鏡観測を行なってい
る。 

K帯測地 VLBI 
Sgr A*モニタ観測に参加 
 

３．現在の状況 
2012年の K帯ポインティング観測で、特定の方位角でオフセットが急激に大きくなる症状が出
た。 
 追試験の結果：飛びは方位角で+/–5°程度の範囲、最大 400”程度、オフセットは方位角・
仰角両方にでる。このような飛びが 6箇所ほど見つかった。 
アンテナの台座部分の傾きを傾斜計で測定した。 
アンテナのレール確認のため、2013年 4月から運用停止している。 

 
４．今後 

32mアンテナの運用が再開でき次第、22 GHz帯ポインティングの確認を行う。 
キャリブレーションが完了し次第、Sgr A*のモニタ観測に復帰したい。 
大学連携 VLBIの 22 GHz帯観測にも参加していきたい。 



2013年度第 1回 VLBI懇談会役員会資料  機関報告	
 北海道大学 

機関報告	
 北海道大学 

 

1. メンバー 

スタッフ：1名，大学院生：5名（D2：1名，D1：1名，M2：2名，M1：1名）， 

学部生：3名 

 

2. 苫小牧 11 m電波望遠鏡の状況 

・	
 冬期の運用時間が短かったため，駆動系のトラブルは発生していない 

- 遠隔操作できるスイッチを製作 

・	
 単一鏡の全自動観測システムをほぼ定常運用中（5月より） 

・	
 VLBIの試験観測を実施（5月） 

- K5 での事前のフリンジチェックは失敗したもよう（本観測のデータ処理は

これから） 

- テープはフリンジが出ているもよう 

 

3. 今年度の計画 

・	
 運用 

- 6月末まで運用予定 

- 保守等（下記参照）の後，運用再開は 10月初旬を目標 

・	
 駆動系（AZ軸減速機 No.1）のオーバーホール 

- 夏期に実施予定 

・	
 VLBI広帯域観測系（K5）の運用定常化 

- 今夏より大学院生及び学部生 2 – 3名を配置予定 

・	
 広帯域での VLBI観測プロジェクトを開始予定 

 

4. その他の報告事項 

・	
 国立天文台野辺山 45 m望遠鏡の大学レガシープロジェクト「近傍銀河の CO多

輝線撮像観測」が今年度から本格的に始動の予定 



国立天文台 VLBI 運営小委員会報告 

2013/06/10 

藤沢健太（委員長） 

 

（１）VLBI 運営小委員会について 

VLBI 運営小委員会とは国立天文台が設置する委員会の１つであり、電波専門委員会の下部に

位置する。国立天文台で行う VLBI に関する研究について議論する場である。現在の構成員は以

下の通り（敬称略）、任期は２年（今期は 2012-2013 年度）である。 

 天文台内：立松、久野、川口、柴田、郷田、小林、佐々木→花田、本間（８名）  

 天文台外：面高、中井、福崎、徂徠、藤澤、米倉、小川、高羽、嶺重、村田、市川（１

１名）  

最近の委員会開催状況は次の通り。 

 ２０１２年１１月１５日 第３９回 

 ２０１３年２月５日   第４０回 

 ２０１３年４月２２日  第４１回 

 

（２）最近行われた議論 

 プロジェクトウィークの報告（天文台の年次報告会） 

 電波専門委員会 VERA ヒアリング結果の報告 

 VERA の共同利用について（報告と次年度の方針） 

 VLBI プログラム小委員会報告（主に VERA の共同利用プロポーザルについて） 

 VERA 測地データの公開について 

 VERA と KVN の共同利用について（実施計画の検討状況） 

 大学 VLBI 連携の共同利用・教育面について（議論の状況） 

 ASTRO-G のレビューについて（ASTRO-G の中止を本小委員会でレビューした結果のま

とめ） 

 ＥＨＴ、Sgr A*観測など個別の研究計画報告 

 ブラックホールＷＧの設置について 

 国土地理院の状況報告（石岡局、つくば３２ｍなど） 

 日本の VLBI 天文学の将来計画（時間をかけて議論を行っている。これまでは現状のレ

ビュー） 

 



2013年度 VLBI懇談会第一回役員会 6月 10日 

 

事務局報告 

 

１．入退会者（順不同、敬称略） 

入会者（１５） 

芥川 憲吾、窪瀬 雄三、高瀬 源大、平野 大樹、平本 信善、藤永 義隆（山口大）、齋藤 悠、

古川 尚子（茨城大）青木 貴弘（早稲田大）、金子 紘之（筑波大）、菊池 冬彦（天文台）、金 娧

希（極地研）、木村 公洋（大阪府大） 

西川 誉（国土地理院）、堀内 真司（CSIRO）、 

 

退会者（９） 

磯野靖子、徳丸宗利（名大）、柳楽央至、石田貴史（山口大）、辻宏道（国土地理院）、門田晶子（株セ

ラク）、ホビガートーマス（NICT） 

連絡不通 

永井誠<managai@post.kek.jp>（つくば大）、中島潤一<junichi01.nakajima@mb.softbank.co.jp>

（ソフトバンク） 

 

２．会費納入状況 

 名簿参照（紙の配布のみ） 

 メイルアドレスが分かっている方には４月にメイルでの督促を行い、多くの方に支払いいただいた。 

 応答を頂いていない方、郵送物のみの連絡の方には、振込用紙を送付する予定。 

 2012 年 12 月の Vcon シンポの際に、１５万円、その後振込のお願いにより 13.9 万円 、合計

28.9 万円の収入(4 月 5 日 時点)  < 41 万円 (予算案の収入計画） 

 

３．2012 年度シンポジウム集録 

 オンライン発行を行なった。 

 紙の出版については、６月末には発送予定。各機関代表の方には、まとめてお送りしたいと思い

ます。機関内の配布よろしくお願いします。 

 

４． 将来計画に関係する活動等 

 宇電懇シンポ後、宇電懇から日本学術会議天文学・宇宙物理学分 科会への報告および 推薦

の WEB 掲載 

 「ブラックホール研究コミュニティの設立準備者と国立天文台長とのブラックホール研究に

関する懇談報告」の WEB 掲載 

 

  



2013年度 VLBI懇談会第一回役員会 6月 10日 

 

議題１：２０１３年度 VLBI 懇談会シンポジウムについて 

 

１． 開催地 

候補：国土地理院、筑波大、極地研、。。。 

 

２． 開催時期 

 予定等 

 １１/23：鹿島センター一般公開 

   

  

 

３． 学生シンポジウムについて 

  名越さんより報告 

 

 

 

 

 

議題２：２０１３年度役員選挙と次期の事務局について 

1. 役員選挙(案) 

 選挙対象 

 会長、事務局長、幹事 

 投票方式 

 会長、事務局長、機関代表幹事は信任投票 

 全国幹事は自由投票とする。 

 信任投票対象者は現役員会で議論し決定す

る。 

 選挙管理担当を事務局が兼ねてよいか？ 

 投票用紙の準備・郵送は事務局長が実施 

 開票作業には事務局長以外の Vcon 会員が

立会いのもと実施する。 

 選挙時期 

 １０月２５日（金）投票用紙を送付 

 １１月８日（金）必着で投票締め切り 

  

 

2. 次期の事務局長について 

 

これまでのシンポジウム開催地 

1999 年 NICT 鹿島 

 2000 年 天文台水沢 

 2001 年 鹿児島大学 

 2002 年 天文台三鷹 

 2003 年 山口大学 

 2004 年 ISAS 相模原 

 2005 年 天文台三鷹 

 2006 年 鹿児島大学 

 2007 年 北海道大学 

 2008 年 岐阜大学 

 2009 年 天文台水沢 

 2010 年 茨城大学 

 2011 年 大阪府大 

2012 年 NICT 小金井 

これまでの事務局担当機関 

1996-97 年 NICT 

1998-99 年 NICT 

 2000-01 年 天文台 

 2002-03 年 天文台 

 2004-05 年 ISAS 

 2006-07 年 鹿児島大学 

 2008-09 年 北海道大学 

 2010-11 年 山口大 

2012-13 年 NICT 




